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７．生産販売・経営成果表（１０ａ当たり、１頭（1000羽）当たり）

［生産販売］ 金額：円

販売量 A 1,280 1,370 960 960
市場単価 B 2,432 1,621 1,155 1,762
単位 1Kg 1Kg 1Kg 1Kg
主産物　　　　　 C：A＊B 3,112,960 2,220,770 1,108,800 1,691,520
補填金等 D     
副産物・作業受託料等 E     
計 F：C＋D+E 3,112,960 2,220,770 1,108,800 1,691,520
（販売経費差引） G：F-R 2,520,605 1,720,094 833,724 1,343,424
手取単価 G／A 1,969 1,256 868 1,399

種苗費 2,228 2,228 2,228 4,608
肥料費 39,232 39,232 37,843 37,843
素畜・種付費     
飼料費     
農業薬剤・診療衛生費 43,138 41,596 51,117 51,117
動力光熱費 525,599 8,915 9,782 8,915
諸材料費 ・敷料費 208,210 128,279 49,878 49,878
小農具費・作業衣料費 3,597 3,597 3,597 3,597
賃借料・料金     
物件税 ・公課諸負担 26,875 26,875 26,875 26,875
保険共済費 27,857 27,857   
土地改良・水利費     
修繕費 190,191 139,186 52,097 52,097
減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) 659,091 507,249 196,528 196,528
生産管理費 12,500 12,500 12,500 12,250
物財費計 1,738,516 937,513 442,445 443,708
労働費 I 557,500 521,250 443,750 443,750
費用計 J 2,296,016 1,458,763 886,195 887,458
副産物価額差引生産費 K:J-E 2,296,016 1,458,763 886,195 887,458
支払利子 L 80,461 66,047 22,396 22,396
支払地代 M     

N:K+L+M 2,376,477 1,524,811 908,590 909,853
自己資本利子 O 8,185 4,758 3,448 3,455
自作地地代 P 10,000 10,000 10,000 10,000

Q:N+O+P 2,394,662 1,539,568 922,039 923,308
選果出荷経費 173,999 186,234 127,620 130,714
運賃 44,800 47,950 14,400 14,400
手数料 373,555 266,492 133,056 202,982
計 R 592,355 500,676 275,076 348,096

537,865 465,228 153,233 153,233

121,226 42,021 43,295 43,295
　大動物     

　家族労働見積費 S：T＊1,250円 506,046 509,324 412,794 412,794
　雇用労働費 U*1250円 51,454 11,926 30,956 30,956
　労働費計 I 557,500 521,250 443,750 443,750
　家族労働時間 T 405 407 330 330
　雇用労働時間 U 41 10 25 25
　労働時間計 V 446 417 355 355

W：N－S+R+E 2,462,786 1,516,163 770,872 845,155
X：F－W 650,174 704,607 337,928 846,365

X/G 26 41 41 63
X/T*8時間 12,848 13,834 8,186 20,503
Y:X-O-P 631,989 689,850 324,480 832,910

Y/T*8時間 12,489 13,544 7,861 20,177
Q/A 1,871 1,124 960 962

(Q+R)/A 2,334 1,489 1,247 1,324
V 446 417 355 355

　建物・施設 1,025,957 887,572 262,283 262,283
　農機具 242,451 84,043 86,590 86,590
　大動物 0 0 0 0
　合計 1,268,408 971,615 348,873 348,873

農業総収入

農業粗収益

農業経営費（販売経費を含む）

農業所得

物

財

費費

用

販売経費

労働費内訳

全

　

算

　

入

　

生

　

産

　

費

支

払

利

子

･

支

払

地

代

算

入

生

産

費

ぶどう
（巨峰、加温）

ぶどう（シャインマスカッ

ト、露地屋根掛け）

ぶどう
（巨峰、無加温）

ぶどう

（巨峰、露地屋根掛け）

項　目　／　品目名

支払利子･支払地代算入生産費

全算入生産費

【【参参考考】】[[法法定定耐耐用用年年数数にに基基づづくく((償償却却率率110000%%))減減価価償償却却内内訳訳]]

労働時間

家族労働報酬

１日当たり農業所得

１日当たり家族労働報酬

単位当たり全算入生産費

単位当たり生産販売費

農業所得率

主産物

販売金額

減価償却

内訳

　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済)

　農機具(50%償却済)

［費用］

［減価償却費内訳］

［労働費及び労働時間内訳］

［経営成果］

労働時間

内訳

減価償却

内訳

H
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１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積 水田

樹園地

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

千円

2 1 14

1 1 7

4 1 7

1 1 24

2 1 4

1 1 4

1 1 4

1 1 7

2 1 7

農

機

具

2,438計 291

68 5

小型運搬車 3kw、リフトダンプ付き 389 49

22L/min 192 14

刈払い機 排気量20.6㏄

1,500 188

289 72

19,800 858

6,238 260

980 70

2,203 157

10,380 371

20

いちじく（無加温） 20

40

経営目標

農業総収入 5,817 １日当たり農業所得

年 間

償却額
取得価格

1.無加温と露地の組み合わせ

で、労力分散と出荷期間の延

長を図る

2.収穫後の鮮度保持のため、

予冷庫を設置する

合計

110a

40a

誘引パイプ鉄線

型式・構造・能力

軽量鉄骨

プレハブ式1坪タイプ

0.35ｔ積み、4WD

単棟4棟分（8箇所）

種類・規模

無加温ハウス（単棟ハウス）

予冷庫

想定した経営類型　　いちじく（無加温、露地）

経営類型
家族

労働力
品目・栽培型及び規模 経営・技術の特徴

動噴

農業所得 1,928

１人当たり年間労働時間3,890

トラック（軽）

作業収納舎66㎡

換気扇

計

ＡＰ単棟ハウス

千円

建

物

・

施

設

いちじく

ﾊｳｽ20ａ

露地20ａ

（動噴防除

体系） 2.0

8,843

872農業経営費

いちじく（露地）
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３－１．技術体系（いちじく：桝井ドーフィン、無加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

せん定 せん定

12月

～

１月

運搬車 1 16 16

・一文字整枝とし、結果母枝は主枝の両側

に20cm間隔（片側　40cm）に配置する。

・結果母枝は基部の２芽で切り返す。

・せん定枝は、園外に持ち出す。

土壌改

良

堆肥、

稲わら

土壌改

良資材

施用

10～

１１月
運搬車 2 11 22

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

150kg

・土壌改良資材は、土壌診断結果に基づい

て施用する。

草生管

理
草刈り

３～

８月
刈払機 1 12 12

稲わら ・稲わらを畝上に敷き、土壌改良と草管理を

行う。

・早めに除草を行う。

施肥

基肥

追肥

追肥

礼肥

11/下

～

12/上

３/上

～中

６/中

～下

10/中

～下

運搬車 1 8 8

配合肥料

(N：10%)130kg

・肥料の種類、施肥量は土壌の種類、樹

勢、収量により調整する。

・施用後、土と軽くかき混ぜる。

・施肥後は灌水する。

・年間の窒素分施割合

  　基肥  50%

  　追肥  15%

　　追肥  15%

　　礼肥  20%

防除
薬剤散

布

３～６

月
動噴 2 11 22

1回の散布量

　　300～500L

・天井ﾋﾞﾆｰﾙ除去後は降雨で病害虫の発生

も多くなる。特に雨滴の跳ね返りを防ぐため

敷わらをする。

・園内の通風をよくする。

熟期促

進剤

６/中

 ～

９/下

1 44 44

エスレル10

反射ﾏ

ﾙﾁ設

置

６/上
2 6 12

ｼﾙﾊﾞｰﾏﾙﾁ

収穫

出荷

収穫

調整

出荷

７/上

～

９/中

ﾄﾗｯｸ 2 100 200

・収穫は完熟よりもいくぶん早めに行い、日

持ちを良くする。

・果実温度の低い早朝に収穫し、鮮度保持

のため出荷まで予冷庫に保存する。庫内温

度は晴天日で12～13℃、雨天日で8～

10℃を目安とする。

・収穫果はていねいに取り扱う。

作業の

種類

・成熟予定15日前、果面が濡れる程度スプ

レーで散布する。

・反射ﾌｨﾙﾑを畦の上に被覆し、熟期促進を

図る。

使用資材 技術の重要事項

作業体系栽培技術

熟期促

進
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３－１．技術体系（いちじく：桝井ドーフィン、無加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

せん定 せん定

12月

～

１月

運搬車 1 16 16

・一文字整枝とし、結果母枝は主枝の両側

に20cm間隔（片側　40cm）に配置する。

・結果母枝は基部の２芽で切り返す。

・せん定枝は、園外に持ち出す。

土壌改

良

堆肥、

稲わら

土壌改

良資材

施用

10～

１１月
運搬車 2 11 22

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

150kg

・土壌改良資材は、土壌診断結果に基づい

て施用する。

草生管

理
草刈り

３～

８月
刈払機 1 12 12

稲わら ・稲わらを畝上に敷き、土壌改良と草管理を

行う。

・早めに除草を行う。

施肥

基肥

追肥

追肥

礼肥

11/下

～

12/上

３/上

～中

６/中

～下

10/中

～下

運搬車 1 8 8

配合肥料

(N：10%)130kg

・肥料の種類、施肥量は土壌の種類、樹

勢、収量により調整する。

・施用後、土と軽くかき混ぜる。

・施肥後は灌水する。

・年間の窒素分施割合

  　基肥  50%

  　追肥  15%

　　追肥  15%

　　礼肥  20%

防除
薬剤散

布

３～６

月
動噴 2 11 22

1回の散布量

　　300～500L

・天井ﾋﾞﾆｰﾙ除去後は降雨で病害虫の発生

も多くなる。特に雨滴の跳ね返りを防ぐため

敷わらをする。

・園内の通風をよくする。

熟期促

進剤

６/中

 ～

９/下

1 44 44

エスレル10

反射ﾏ

ﾙﾁ設

置

６/上
2 6 12

ｼﾙﾊﾞｰﾏﾙﾁ

収穫

出荷

収穫

調整

出荷

７/上

～

９/中

ﾄﾗｯｸ 2 100 200

・収穫は完熟よりもいくぶん早めに行い、日

持ちを良くする。

・果実温度の低い早朝に収穫し、鮮度保持

のため出荷まで予冷庫に保存する。庫内温

度は晴天日で12～13℃、雨天日で8～

10℃を目安とする。

・収穫果はていねいに取り扱う。

作業の

種類

・成熟予定15日前、果面が濡れる程度スプ

レーで散布する。

・反射ﾌｨﾙﾑを畦の上に被覆し、熟期促進を

図る。

使用資材 技術の重要事項

作業体系栽培技術

熟期促

進
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３－１．技術体系（いちじく：桝井ドーフィン、無加温）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類
使用資材 技術の重要事項

作業体系栽培技術

新梢管

理

芽かき

摘心

誘引

３月

 ～

６月

2 18 36

誘引ひも ・主枝から直接発生した不定芽は除去し、１

結果母枝に１新梢を誘引する。

・結果枝本数の目標は、10a当たり2,500本

とする。

・新梢は17～18節で摘心する。

外ﾌｨﾙ

ﾑ被覆
２/下 4 8 32

外ﾌｨﾙ

ﾑ除去
９/下 2 4 8

水管理 灌水
２～

８月
1 10 10

・被覆直後、10a当たり50t以上灌水する。

・発芽までは、十分に灌水する。　また、枝

散水を一日2～3回行い、ﾊｳｽ内の湿度を高

める。

　　 5日間隔で15～20t/10a

・展葉後、やや節水する。

　　 5日間隔で10～ 15t/10a

・成熟期にも、一定量の灌水を続ける。

　   5～7日間隔で10～15t/10a

・収穫終了後も過乾燥にならないよう、必要

に応じて潅水する。

その他

作業道

排水溝

防風垣

の整備

災害対

策など

６～

10月
1 8 8

・いちじくは過湿に弱いので、水田の場合

は、排水対策を万全に行う。

計 480

ﾌｨﾙﾑ

等被覆

管理

・保温効果を高めるよう努める。

・外気温が15℃を越えるようになったらｻｲﾄﾞ

ﾌｨﾙﾑを除去する。

・収穫後、出来るだけ早くﾌｨﾙﾑを除去する。

温度管

理

・昼温は25～28℃を目標に管理し、夜間は

できるだけ保温に努める。

・晴天時は30℃以上の高温にならないよう

注意する。
1 50 50

保温

換気

２/下

～

９月

換気扇
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３－２．技術体系（いちじく：桝井ドーフィン、露地）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

せん定 せん定 ２月 運搬車 1 16 16

・一文字整枝とし、結果母枝は主枝の両側

に20cm間隔（片側　40cm）に配置する。

・結果母枝は基部の２芽で切り返す。

・せん定枝は、園外に持ち出す。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

11/上

～中
運搬車 2 11 22

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

150kg

・土壌改良資材は、土壌診断結果に基づい

て施用する。

草生管

理
草刈り

３～

９月
刈払機 1 14 14

稲わら ・稲わらを畝上に敷き、土壌改良と草管理を

行う。

・早めに除草を行う。

施肥

基肥

追肥

追肥

礼肥

11/下

～

12/上

３/上

～中

６/中

～下

10/中

～下

運搬車 1 8 8

配合肥料

(N：10%)130kg

・肥料の種類、施肥量は土壌の種類、樹

勢、収量により調整する。

・施用後、土と軽くかき混ぜる。

・施肥後は灌水する。

・年間の窒素分施割合

  　基肥  　 50%

  　追肥  　 15%

　　追肥　　 15%

　　礼肥     20%

防除
薬剤散

布

４～７

月
動噴 2 11 22

1回の散布量

　　300～500L

・加温栽培に準ずるが、特に露地栽培では

降雨により疫病、炭そ病が発生しやすいの

で、防除を徹底する。

熟期促

進剤

７/上

 ～

10/下

1 42 42

エスレル10

反射ﾏ

ﾙﾁ設

置

７/中
2 6 12

ｼﾙﾊﾞｰﾏﾙﾁ

収穫

出荷

収穫

調整

出荷

８/中

～

10/下

ﾄﾗｯｸ 2 102 204

・無加温栽培に準ずるが、露地栽培では降

雨後に腐敗果が多くなるので、出荷に当

たっては特に注意する。

熟期促

進

作業の

種類

栽培技術

・成熟予定15日前、果面が濡れる程度スプ

レーで散布する。

・ｼﾙﾊﾞｰﾌｨﾙﾑを畦の上に被覆し、熟期促進

を図る。

使用資材 技術の重要事項

作業体系
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３－２．技術体系（いちじく：桝井ドーフィン、露地）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

せん定 せん定 ２月 運搬車 1 16 16

・一文字整枝とし、結果母枝は主枝の両側

に20cm間隔（片側　40cm）に配置する。

・結果母枝は基部の２芽で切り返す。

・せん定枝は、園外に持ち出す。

土壌改

良

堆肥、

土壌改

良資材

施用

11/上

～中
運搬車 2 11 22

堆肥      ２ｔ

苦土入りカキ

ガラ石灰

150kg

・土壌改良資材は、土壌診断結果に基づい

て施用する。

草生管

理
草刈り

３～

９月
刈払機 1 14 14

稲わら ・稲わらを畝上に敷き、土壌改良と草管理を

行う。

・早めに除草を行う。

施肥

基肥

追肥

追肥

礼肥

11/下

～

12/上

３/上

～中

６/中

～下

10/中

～下

運搬車 1 8 8

配合肥料

(N：10%)130kg

・肥料の種類、施肥量は土壌の種類、樹

勢、収量により調整する。

・施用後、土と軽くかき混ぜる。

・施肥後は灌水する。

・年間の窒素分施割合

  　基肥  　 50%

  　追肥  　 15%

　　追肥　　 15%

　　礼肥     20%

防除
薬剤散

布

４～７

月
動噴 2 11 22

1回の散布量

　　300～500L

・加温栽培に準ずるが、特に露地栽培では

降雨により疫病、炭そ病が発生しやすいの

で、防除を徹底する。

熟期促

進剤

７/上

 ～

10/下

1 42 42

エスレル10

反射ﾏ

ﾙﾁ設

置

７/中
2 6 12

ｼﾙﾊﾞｰﾏﾙﾁ

収穫

出荷

収穫

調整

出荷

８/中

～

10/下

ﾄﾗｯｸ 2 102 204

・無加温栽培に準ずるが、露地栽培では降

雨後に腐敗果が多くなるので、出荷に当

たっては特に注意する。

熟期促

進

作業の

種類

栽培技術

・成熟予定15日前、果面が濡れる程度スプ

レーで散布する。

・ｼﾙﾊﾞｰﾌｨﾙﾑを畦の上に被覆し、熟期促進

を図る。

使用資材 技術の重要事項

作業体系

−  587 −

３－２．技術体系（いちじく：桝井ドーフィン、露地）

（10ａ当たり人、時間）

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

作業の

種類

栽培技術

使用資材 技術の重要事項

作業体系

新梢管

理

芽かき

摘心

誘引

４/中

 ～

８/上

2 18 36

誘引ひも ・主枝から直接発生した不定芽は除去し、１

結果母枝に１新梢を誘引する。

・結果枝本数の目標は、10a当たり2,500本

とする。

・新梢は17～18節で摘心する。

水管理 灌水
４～

８月
1 8 8

・土壌乾燥の程度に応じて、過湿、過乾が

ないように適宜灌水する。

その他

作業道

排水溝

整備

６～

11月
1 8 8

・いちじくは過湿に弱いので、水田の場合

は、排水対策を万全に行う。

計 392

!"品目%作付体系

* + , - . / 0 1 2 *3 ** *+

4567
8無加温< =>定

@
施肥 C

DDE
誘引 施肥D摘心

JK JKL

施肥

D

DDDDD施肥

土壌改良

4567
8露地< =>定 施肥

C DDDDE

DD誘引 施肥 摘心

JK JK

D施肥 土壌改良 施肥

注<生育VWXY記号DC\発芽DE\着果始bDc\開花DJ\収穫DK\出荷D@L\jkXl被覆o除去
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．
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時
間
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ａ
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間
）

１
）
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）

品
目
・
作
業
／
月

計

せ
ん
定

8
8

1
6

土
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改
良

1
2
1
0

2
2

草
生
管
理

2
2

2
2

2
2

1
2

施
肥

2
2

2
2

8

防
除

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2
2

熟
期
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進
処
理

1
2

4
4

4
4

4
4

4
4

4
4

4
5
6

収
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出
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2
4
2
4
2
6
2
6
2
6
2
6
2
4
2
4

2
0
0

新
梢
管
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3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
3

3
6

被
覆
、
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3
2

8
4
0

温
度
管
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5
3

3
3

3
3

3
3

3
3

2
2

2
2

2
2

1
1

1
1

1
1

5
0
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1
1

1
1
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1
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計
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（
露
地
）

品
目
・
作
業
／
月

計

せ
ん
定

4
8

4
1
6
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壌
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良

1
2
1
0

2
2

草
生
管
理

2
2

2
2

2
2

2
1
4

施
肥

2
2

2
2

8

防
除

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2
2
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期
促
進
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理

2
1
2
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4

4
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4
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1
2

3
4

5
6

2
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1
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2
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